陸上競技　走り高跳び　（　　）年（　　）組（　　）号　氏名（　　　　　　　　　　）
	学
習
目
標
	知識及び技能
	記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、陸上競技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに、基本的な動きを身に付けることができるようにする。
走り高跳びでは、リズミカルな助走から力強く踏み切って大きな動作で跳ぶことができるようにする。

	
	思考力、判断力、表現力等
	動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

	
	学びに向かう力、人間性等
	陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなど、健康・安全に気を配ることができるようにする。

	ね
ら
い
	１ｈ
	２ｈ
	３ｈ
	４ｈ
	５ｈ
	６ｈ
	７ｈ
	８ｈ
	９ｈ
	１０ｈ

	
	・過去の事例を理解する
・陸上競技のそれぞれの種目で主として高まる体力要素が異なることについて理解する
	・器具や用具の安全な設置の仕方を理解して取り組む
・安全な着地の行い方について理解する
	・安全な着地ができる
・リズミカルな助走から力強い踏切に移る行い方について理解する
	・リズミカルな助走から力強い踏切に移ることができる
自分に合った踏切位置と高さの見つけ方を理解する
	・自分にあった踏切位置と高さで行うことができる
・より大きく高くジャンプできる行い方を理解する
	・腕の振り上げと振り上げ足を引き上げたジャンプができる
	・自己の課題に応じた練習方法を選んで取り組む
・用具の準備や片付けの分担した役割に積極的に取り組む
	・これまで学習した安全上の留意点をプレ記録会の取り組みに当てはめ、仲間に伝える
	・体調の変化や安全な練習の行い方などに留意しながら取り組む
	走り高跳びの練習や記録会に積極的に取り組む

	振
り
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り
	
	
	
	
	
	
	
	記録
	
	記録

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



１．はさみ跳びのポイント
	
	着地
	ジャンプ
	踏切
	助走

	
	けがをしないための安全な着地
	跳び越えるためのジャンプ
	高く跳ぶための踏切
	力強く踏み切るための助走

	
ポイント
	
	
	
	

	練習方法
	①平行ゴム跳び　　　　　②クロスゴム跳び
	③３歩助走 ④５歩助走 ⑤７歩助走 ⑥踏切板を使って　



２．今日の目標と練習方法　
自分の課題を確認し、動きのポイントを踏まえて「今日の目標」となる最大の高さを設定しよう。
	


今日の目標
	６ｈ
	
	ｃｍ
	練習方法
	練習方法を選んだ理由

	
	７ｈ
	
	ｃｍ
	練習方法
	練習方法を選んだ理由

	
	８ｈ
	
	ｃｍ
	
	

	
	９ｈ
	
	ｃｍ
	練習方法
	練習方法を選んだ理由

	
	１０ｈ
	
	ｃｍ
	
	





